
令和7年度実施　卒業生アンケート結果（令和4年度卒業生）

調査期間 令和7年9月15日～9月30日

調査対象者数 238 名

アンケート回答数 31 名 回答率 13.0%

個数 / ①人間環境大

学は第一志望でした

か。

はい 13

いいえ 18

総計 31

個数 / ②本学で学ん

だ専門的な内容は、

仕事に活かされてい

ますか。

十分活かされている 5

ある程度活かされている 13

あまり活かされていない 9

全く活かされていない 4

総計 31

個数 / ①現在、お仕

事をされています

か。

はい 28

いいえ 3

総計 31

個数 / ②①で「は

い」を選択された方

は、以下から一つ選

んで下さい。

卒業時と同じ仕事 17

転職した 7

卒業後は進学した 4

(空白)

総計 28

はい
42%

いいえ
58%

はい

いいえ

①人間環境大学は第一志望でしたか。

個数 / ①人間環境大学は第一志望でしたか。
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16%

ある程度活かさ
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42%

あまり活かされ

ていない
29%

全く活かされて

いない
13%

十分活かされている

ある程度活かされている

あまり活かされていない

全く活かされていない

②本学で学んだ専門的な内容は、仕事に活かされていますか。

個数 / ②本学で学んだ専門的な内容は、仕事に活かされていますか。
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①現在、お仕事をされていますか。

個数 / ①現在、お仕事をされていますか。

卒業時と同じ仕

事
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卒業後は進学し
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(空白)

②①で「はい」を選択された方は、以下から一つ選んで下さい。

個数 / ②①で「はい」を選択された方は、以下から一つ選んで下さい。



⑺後輩に今の会社を薦めますか。
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いろんな就職支援サービスを利用しながら頑張ってください！

好きなことを仕事にするのが良いと思います。

就職支援課の方が親身になって相談に乗ってくださったので就職活動を頑張ることができました。ぜひ皆さんも1人で悩まず相談し

てみて下さい。

1.大学のブランド力は残念ながらあります、会社によっては選考を弾くまた相手にされないことあります。2.4年間で自分の武器を

見つけてください、そしてそれを磨いてください。そうすれば就活の際に大きなアドバンテージを得るでしょう。3.アルバイトた

くさんして社会経験積んでください、ある程度役には立つでしょう。4.会社説明会とインターンシップはたくさん行ってくださ

い。世の中には沢山の会社があるので合説とか行って会社を知ってください、インターンシップ行ってコミュ力鍛えてくださいグ

ループワークは社会人になったら会議等であります。5.就活の知識つけてください、年間休日や福利厚生、雇用形態、業務内容な

ど様々な用語が出てきます理解してください、社会人はこういう言葉を巧みに使って騙してきます知らなかったでは済まされませ

ん騙されたくなければ学んでください、質問してください。

就活の時期が個人的に1番辛い思いをしました。別の企業からも内定を頂けた中、何となく受けた説明会で「こんな働き方があるの

か」と気付かされたので面接を受けるつもりがない企業でも時間があるのであれば聞いてみるのもいいかもしれません。

サービス業なので土日祝は出勤ですが給料はいいです。

評価はしっかりされて、給料に反映されたりしますが、タイミングがないと上には上がりづらい

です。

若い人が多いので、話しやすいと思います。

肉体労働だから大卒でやらなくてもいいかな。営業ならあり

派遣業なので会社を辞めずに転職がしやすい。また派遣先は大手で新人教育がしっかりしている

印象がある。

定時で帰れる

警備業そのものが人手不足であるため。特に若い人が中々入社してこない。キャリアアップには

恵まれている、若い人の入社によって社内の風向きを変えたいため。

若い人中心の企業なので、すぐに裁量のある業務ができ、スキルが積みやすい。優秀な人も多く

て刺激になる。

また、かなりホワイト企業なのでワークライフバランスを重視する人でも働きやすいと感じる。

ITやマーケティングに強い関心があるのであれば是非おすすめしたいです。

年間休日が多く残業もほぼない。給与もある程度貰える。

環境保全の知識は活かせるかも。

介護士をやりたい後輩がいるとは限らないから。介護職を目指す人がいるのであれば、勧めた

い。

業界的に売上が良くないから。

畑が違うため。

Q4．人間環境大学（特に就活指導について）および後輩に対して、ご自由にコメントをお書きください。

給与が安い、資格を数個取らないと給与は上がらない、現場によっては夜勤業務がある、毎年1

つ資格を取らないと決算賞与（ボーナス）を減らされる、研修が洗脳的

⑻　⑺の理由をお答えください。

配属先は選べないが、未経験で事務員として働けることと、実務を通してOAスキルが身につけ

られます。更新月前にに面談があるのでカウンセラーに相談することも出来ます。

農業に関することを経験できるので、興味がある方にお薦めです。

生活リズムが違いすぎるから

自分の学んだことを活かすことができる為、やりがいのある仕事で働きやすい環境



自分の信じる道があるなら一度やってみたら良いと思います。

いろんな業界を見て、やりたいことをみつけてください

想像以上に年収がやる気に直結するよ

業界をあまり絞らずに視野を広げて欲しいです。

ドローンの資格良かったです

大学内で行われる企業説明会は、卒業後の人生における本当に良いきっかけとなります。話を聞くだけでもOKです。積極的に参加

してみて下さい。

第一志望のインターンへは必ず行くこと。

学生に対して1年生からインターンのサポートに力をいれていただけると良いのではないかと思う。(もし既にあったらすみません)

別の大学の方と交流して初めて気づいたんですが、(僕自身もそうでしたが)人間環境大学の学生は視野が狭いように感じるので、

時間があるうちに色んな会社や業界を知って納得のいく選択ができるようになってほしいと思う。

今自分が学んでいる学問に縛られないで沢山会社見学や説明会に行ってください。案外自分がやりたいと思っている仕事と現実は

違うことが多いです。しっかり会社のことを調べてください。



令和7年度実施　就職先企業様アンケート結果（令和4年度卒業生）
調査期間 令和7年9月15日～9月30日

調査対象企業数 153 社

アンケート送付者数 153 社

アンケート回答社数 48 社 回答率 31.4%

個数 / ①本学の卒業生

は、幅広い教養が身につ

いていると思いますか。

ある程度身についている 25

かなり身についている 12

あまり身についていない 8

(空白)

総計 45

個数 / ②本学の卒業生

は、大学で学んだ専門的

な内容を活かせていると

思いますか。

十分活かせている 12

ある程度活かせている 21

あまり活かされていない 7

全く活かされていない 1

よく分からない 4

(空白)

総計 45

個数 / ④本学の卒業生を

採用について，どのよう

にお感じになっておりま

すか。

満足している 23

ほぼ満足している 15

やや不満足 6

不満足 1

(空白)

総計 45
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(空白)

①本学の卒業生は、幅広い教養が身についていると思いますか。

個数 / ①本学の卒業生は、幅広い教養が身についていると思いますか。

十分活かせて

いる
27%

ある程度活か

せている
47%

あまり活かさ

れていない
15%

全く活かされ
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(空白)

②本学の卒業生は、大学で学んだ専門的な内容を活かせていると思いますか。

個数 / ②本学の卒業生は、大学で学んだ専門的な内容を活かせていると思いますか。
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(空白)

④本学の卒業生を採用について，どのようにお感じになっておりますか。

個数 / ④本学の卒業生を採用について，どのようにお感じになっておりますか。



令和 7 年 10 月 22 日 

 

令和 7 年度 卒業生・企業アンケート 総括報告書（就職委員会） 

 

1．アンケート実施の目的 

本アンケートは、卒業生の就業実態および企業側から見た本学学生の評価を把握し、今後

のキャリア支援・教育改善に活かすことを目的として実施した。 

 

2．回答状況と留意点 

卒業生・企業ともに一定数の回答を得られたものの、全体の回答率は十分とは言えず、結

果については一定の限界がある。そのため、個々の回答内容に過度に依存せず、傾向や共通

点を中心に分析した。 

一方で、自由記述にはキャリア支援に関して重要な示唆が多数含まれており、今後の方向

性を検討するうえで貴重な資料となる。 

 

3．卒業生アンケートから見える傾向 

・卒業生アンケートの結果、就業定着率は概ね良好である一方、大学での学びを「活かせて

いない」と感じる卒業生が多く見られた。特に専門職以外では、大学の学修内容と企業が

求める能力との間に乖離があることが背景にあると考えられる。就職活動に関しては、

「精神的負担が大きかった」「支援サービスを十分に活用できなかった」との声があり、

学生が孤立しやすい状況が見られた。 

 

4．企業アンケートから見える傾向 

・企業アンケートの結果から、企業が重視する能力として「コミュニケーション能力」「ビ

ジネスマナー・報連相」「思考力」が上位に挙げられた。卒業生に対する評価はおおむね

良好で、「満足」「ある程度満足」とする回答が多い一方、「教養や専門知識の活用が不十

分」との指摘も見られた。これらの結果は、企業が求める力が本学学生にやや不足してい

ることを示している。 

 

5．キャリア支援視点の考察 

①回答率向上の課題 

卒業生・企業いずれも回答率が低いことから、アンケート協力体制の再構築が必要である。

今後は、企業 OB を活用した関係強化を検討する。 

 

②「学び」と「働く」の接続強化 

卒業生の「学びを活かせていない」という実感と、企業の「基礎力不足」という指摘を踏



まえキャリア教育科目やインターンシップ等を通じ、学修成果を仕事に結びつける機会を

増やす必要がある。 

 

③企業コメントの分析・活用 

自由記述では、採用方針や人材育成上の具体的要望が複数示されている。 

 これらを定性データとして活かし、業種別・職種別のガイダンス設計に反映させる。 

 

④学生への伝達と支援の継続 

卒業生・企業の意見を在学生にフィードバックすることで、社会で求められる力を明確に

し、早期からのキャリア意識醸成と行動変容を促す。 

 


